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村田 重則



地域の概況（七尾市能登島地区）

能登島大橋



経営の推移

踏み込み式豚舎を建設６年

簡易浄化槽を建設９年

振動震機を更新１８年

離乳舎を新たに建設１７年

種豚舎を改築１６年

１４０頭長男が経営に参加１３年

肥育豚舎を新たに建設平成 ２年

１００頭妻とともに経営に参加、堆肥舎を新たに建設６０年

肥育豚舎を新たに建設し、畑作も始める５９年

４０頭父が養豚を始める昭和４７年

母豚頭数内容年



現在の経営の概況

・本人、妻、長男の家族労働中心

・母豚１４０頭の一貫経営

・後継者である長男は、ふん尿処理をはじめ経営全

般を担当している

・養豚経営以外に、水田９０ａと、ジャガイモ畑１０９ａ、
その他の畑１８０aを有し、複合経営を行っている
・平成１８年度の決算は、養豚及び水稲、畑作などの

複合経営で、所得率は２５．１％



健康維持とほ乳豚の事故率低減



有用菌の増加

腸内菌と畜産の関係

健康体の維持 生産性の向上

有害菌の減少 食中毒菌の減少 安全な畜産物

腐敗産物の減少 美味しい畜産物

飼料添加物「カルスポリン」パンフレットより

ビフィズス菌

乳酸菌

病原性大腸菌

サルモネラ菌



ブランド豚肉として販売



堆肥の供給



堆肥を利用した「能登白ねぎ」



最新鋭のねぎ調製選別施設



地域との交流



今後の目指す方向性と課題



耕畜連携の強化と畜霊への感謝


